
１．勾玉とは

　勾玉は、日本で縄文時代から古墳時代ごろまで作られていた装身

具（アクセサリー）の一つです。Ｃの字形に曲がった形をしていて、

ひもを通すための穴があけられています。穴にひもを通して首から

さげたり、手首につけたりしました。

　石を 磨 いて作ったもの、土器のように粘土で作って素焼きしたも
みが

のや、弥生時代より後ではガラスで作ったものもあります。中でも

石がもっとも多く、とくにヒスイ（ 硬  玉 ）というかたくてきれいな
こう ぎょく

緑色の石がよく使われました。日本でヒスイがとれるところはごく一部で、そのうちの新潟県の

 糸魚 
い と い

 川 流域でとれたものが主に使われていました。
がわ

２．大野城市内で出土した勾玉

　大野城市では主に古墳時代の遺跡から見つかっています。上の写真の勾玉は、すべて大野城市内

にあった古墳の中から出てきたものです。１・２はヒスイ、３は 滑  石 というやわらかい石で、４は
かっ せき

 碧  玉 、５〜７はめのうという石でできています。８は 水  晶 で、半分欠けています。
へき ぎょく すい しょう

 勾  玉 を作ろう
まが たま
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から やま

見つかったヒスイの勾玉
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11 3322 44

55 66 77

88

５は 塚  原 古墳群、６は 王  城  山 古墳群、他は 中  通 古墳群出土
つか はら おお ぎ やま なか どおり



砥石
と いし

３．勾玉の作り方

　日本の各地で見つかっている勾玉作りをしていた遺跡の例から、昔の人がどのように勾玉を作っ

ていたかがわかっています。

☆石製勾玉の製作工程（石の勾玉を作る手順）

 　勾玉の材料になる石を手に入れることです。川や海辺に転

がっている石を拾ってきて作ったものが多いようです。

 　取ってきた材料を加工しやすい大きさに割ります。

 　道具を使って石の 角 を取ります。
かど

 　 砥  石 を使って石を 磨 いて、形を作っていきます。
と いし みが

 　ひもを通すための穴をあけることです。道具は、石や竹のきり

などを使いました。

 　砥石や動物の皮で磨いて、表面をきれいに仕上げて完成させます。

４．勾玉を作ろう　実際に作ってみましょう。

Ａ 原  石  採  取 
げん せき さい しゅ

Ｂ 荒割 ・ 形割 
あらわり かたわり

Ｃ調 整    
ちょうせい

Ｄ 研  磨 
けん ま

Ｅ 穿孔 
せんこう

Ｆ仕上げ

先に目の粗いやすりで角や余分なところを大まか
に 削 り、目の細かいやすりで磨いて調節します。

けず

水につけて 耐水 ペーパーで磨きます。
たいすい

表面がつるつるになったらいよいよ完成です。

油性ペンなどで作りたい勾玉の形を石に
描きます。

だいたいの形ができてきたら、きりなどで穴をあ
けます。ケガをしないように気をつけましょう。

ひもを通してできあがりです。

①下書きする（Ｂ）

③穴をあける（Ｅ）②やすりで削る・磨く（Ｃ・Ｄ）

⑤完成④仕上げ（Ｆ）

紙やすりは、目の粗いものと細かいもの、 耐  水 
たい すい

のものがあるとよいでしょう。

用意するもの

きり
 滑石 など
かっせき

紙やすり


